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中　岡　省　治
　　A　continuaci6n　aparece　una重rad雛cci6簸parc重al　de圭∠）観ogo　de　la　lengua
compilado　por　Juan　de　Vald6s　en　1535　e無巌poles　y　publicado　por　el　egregio
lingUfsta　Mayans　y　Siscar　por　pri搬era　vez　en　EspaHa　en　1777．
　　　1）arte　de　茎a　obra　tam董）i6n　traducida磯ue　precede　a墨a　presente　fue　pub翌cada
en　e玉　Journal　of　Osaka　University　of　Foreig無Studies，　edicio簸es　1972　y　19フ5，
yla　revista　Estudios壬｛isp6nicos　edici6n　1980．
　過去3濾（大阪外燭語大学学報第30号及び36号；Estudios　Hispanicos第7号〉にJuan　de
Vald6s著，　Dialogo　de　la　lenguaの一部訳幽をおこなったが，以下はそれの続きである．
　この翻訳には，Juan　de　Vald6s，　Dialogo　de　la　lengua，　edici6n　y　notas　de　JOs6　EMon亡esi－
nos，　Clasicos　Castellanos，　No，86（Madrid，1953）を底本として胴い，その他，Juan　de　Vald6s，
Diゑlogo　de　la　lengua，　C1義sicos　Ebro，　No．18　（Selecci6n，　estudio　y　notas　por　Rafael　Lapesa，
Zaragoza，1965）；Juan　de　Va互d合s，　Di含10go　de　la　lengua，　Cl会sicos　Castalia、　No，11　（Edici6n，
intrOducci6n　y　notas　de　Juan　M，　Lope　Blanch，Madrid，1969＞」．　de　Vald6s，　DialogO　de　la　len－
gua，　BibliQteca　C1ゑsica　Universa1，No．12　（Pr610go　y　notas　de　Fe｝ix　F．　Corso，　Buenos　Aires，
1940）を適蒋参照した．
　この言語問答にはValdesと他の三人，　Marcio，　Pacheco，　Coriolanoとが参加するが，これら
問答者は訳文では夫々の頭文字で示している．なお，この訳出部分は，上記テキストの83ページ
22行麟から107ページ5行懲までに該当する。
　M．字母pとbの直前ではmとnのいずれを使うべきか，この点あなた様のご意見をお聞かせ
下さいませんか．
　V．私として確実に言えることは，その問題については、今後ともあまり頑迷な態度を取るこ
とはなかろうということです．欝うまでもなくはっきり分かっていることですが，その場合ラテ
ン語ではmが好んで嗣いられましたし，これはこれで正しいことだと思えるのですが，しかし私，
このmをnとしか発音しないものですから，この点で私は少しずぼらをさせてもらい，双方に敬
意を表して，時にはmを書き，また時にはnを書くことにしています．したがって，《Duro　es
el　alcacer　para　gampofias》｛k！ll｝と書いたり，またpara　ganpofiasと書いたりしているのです．同じ
ことで，《Apan　de　quinze　dias，hanbre　de　tres　semanas》“IE21とすることもあれば，　hambreとす
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ることもあるのですよ．
　M．そうではあっても，あなた様はnよりもmを使う方がいいとお考えですね．
　V．そうです，あなたの言う通りです．
　M．あなた様がestonces，　a＄s｛，　desdeと書かれているところに，　entonces，　ansi，　dendeと書い
て夫々sをnに変えてしまう人々があります．あなた様がnよりもsを選ばれるのは何が大きな
理由があってのことでしょうか．
　V．私の挙げうる第一の理由としては正しく書き綴る入々の慣用ということです．私は単語夫々
の語源に期って説明をしてもいいのですが，この語源といった複雑な話題に入り込みたくないも
のでしてね＿ですから，皆さん方，今のところ，あなたの挙げたそれら単語ではnよりもsを使
うのがいいのだということと，そのnは不注意からそれらの単語中に入り込んだと私が考えてい
ることを知ってもらえば十分ですよ1蘭
　P．この私もそれと隅じ意晃ですね，憬し，かつてestoncesよりもentoncesとする方がいい
と思えたこともありましたが，そのお話で私にもはっきりと分かりました．
　M．次の2単語inviernoとlenxosではあなたはnを取り去ってiviemoとlexOsとされます
がこれは何故ですか．わざとそうされるのか，それともうっかりとしておられたのでしょうか畔｝
　V．私思うのですが，うっかりしているのは何の理由もなくRを書く人たちの方ですよ．とい
うのは，このnは私の考えるところ，不注意からいくつかの単語の中にまぎれ込んでしまった字
母なのですからね．
　M．私もおそらくそうじゃないかと思っています．しかし，esferaはギリシア語であり，ギリ
シア語がphを使っているのに何故あなた様はそれをfで書かれ，他の人はPを使うということに
なるのでしょうか．
　V．そのPで書いている人たちが，自分たちのことにっいての説睨をすればいいのです．私と
してはfを使うのはこの字母が発音とぴったり一致すると思うからなのです．
　M．すると，その他のギリシア語から来てラテン語がphを用いているような単語，例えば
philosophiaとかphariseoのような場合にもまったく同じことをされるのですか畔5｝
　V．ええそうです，前とまったく同じ理由からね．
　M．私はguerraやtierra，またこれ以外のもので，2個のrで書くことになっている単譜が，
まるでi個のrしかないように発音されるのを聞くことがあります．こんな発音をするのはいい
恰好をするためなのか，それとも無知からなのか何度も考えてみたのですが，この点につきお考
えお聞かせ下さいませんか．
　V．よく見せようと思ってそうするのでもまた無知からそうするのでもないのでして，それは
そう発音する人の自国語が及ぼす作用のせいなのです．つまりそういう書語はrが2個重なって
出すあの激しい音声を発音出来ないのですからね．
　M．Ωueridoとquesidoとではどちらがいいとお考えですか．
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　V．私はquesidoとは書かず，常にqueridoとします。というのは光々quererから出ている
のですから．
　M．分かりました．さて，これまで私の見たところによりますと，多くの単語であなた様が2
欄のsで書いておられるところを，他の人は1個のsで済ませていますし，また他の人が2個を
用いているのにあなた様は1燗しか使っておられない場合もあるのです．このsの使い方に簡か
の・規則を決めておられますか、
　V．その間題に関し私自身決めている最も一般的な規則は，bon｛ssimo，　prudentissimoのよう
な最上級の名詞の場合は金部，huessa，condessa，　abadessaのようにessaで終る名詞全部，　in・
teresseのようにesseで終る語の場合，とくにこれはhiziesse，　truxesse，11evasseなどのように
多くの動詞の活嗣がこの活用語尾で終っているのですが，こういった場合，それにhuesso，　pro－
fes＄Q，　traviessoのようにessoで終る場合などにsを重ねることにしています．つまり～般的に
は発音が声を伴なわない蒔には2個のsを書き，そうでない場合にMewのsとするのですla’s．6｝
　M．その規則私には結構なものと思えます．さてと，asperarとesperarとの聞にも何らかの
区別をされていますね，そのところをお聞かせ下さい．
　V。そうです，私はasperadは確実なことに，　esperadは不確実なことに関し使うことにして
いますが，これはあなた方イタリア人がaspettarとsperarとを使い分けるのと岡じことなので
す．したがって，《Aspero　que　se　haga　hora　de　comer．》と《Espero　que　este　arto　no　aura　guerra．》
と言うことになります．私の知る限りほとんど誰もこの差を厳密に尊重しないのですが，私の意
図することをより正確に伝えるためには，この意味上の差を区別して使うのがいいと私には思え
るのですよ畔7｝
　P．私はこれまでそんな区別をしたことはないし，また誰かがそんな区別を設けているのを見
たこともありませんね．
　M．いやいや，パチエコ君，驚くことはありませんよ，例のイタリア語の二つの単語の場合で
さえ皆区別をして使っている訳ではないのですからね．その差が分かる人たちがその区分をしっ
かりと守っていくのは嶺り前のことですが，それと同様，このイスパニア語の2単語についても
意昧上はっきり区別をしておくのがいいのではないかと私は思うのです．したがって，読む側の
問題としてesperar，asperar，confiarの意味をどう理解すべきかということが生じてくるのです
が，特にこの三つの単語というのはいつも物を書く人を悩ませるものなのでしてね＿さて，この
問題をはっきりと説明していただきましたので，次にはtを書かずにcienとするのがいいのか，
それともtを書いてcientとするのがいいのか，私達にお話し下さい．
　V．これまで私はどちらをよしとすべきか決めかねていたような状態ですが，私は最終的には
tなしで書いて，《Un　padre　para　cien　hijos，y　no　cien　hijos　para　un　padre》駐81のようにしようと
考えています．
　M．2個のfの取扱いについてあなたが私にこうすると約束下さったことがありますが，それ
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をaffetto，dotto，perfetto，　respettoのようなラテン語で2個のtまたはctで書いた単語の場合に
も適用すると私にお約束下さいませんか．
　V。それは2個のfの取扱いの場念よりも少し無理な注文ですが，それ自体，結構なことでも
ありますので，私は頭からそれを断わっしてしまいたくありませんねYl　g）
　M。そのお言葉有難く感謝いたします．さて次に，いくつかの単語では多くの人たちがtを使っ
たり，またdを使ったりで統一のない場合がありますが，これをどのようにお考えですか．
　V．そのようにひとつの単語で綴りが～定しないのはよくないと思いますが，あなたのいう単
語はどんなものか教えてくださいよ．
　M．duroとturo，　tresquilarとdesquilarのような場合です．
　C．君なにを言っているのです，turoとduroとは同じものではないのが分からないのですか1脚｝
　M．そうでしょうか．
　C．こういうのはね，私の聞いたところではturoはdurauitを意味し，　duroは比喩的には，
escasso（けち）の意昧になるのですからね．というのは，一文無しやしみったれた入からは石
をしぼって出るぐらいの汁しか出ないということで，こんな意味が生まれたのでしょうが…。磁蓋P
　V．その点については，あなたはもっと大きな闘違いをしていますよ，というのはあなたの言っ
たようにescassoを意味するときで，アクセントをuにおいてduroとなる場合，例えば，《Mas
da　el　duro　que　el　desnudo》倣L21というような場合と，　dttrarを意昧し，アクセントをoにおき
dur6となる場合とを区別していないからですよ。ここではあなたの薔ったことが嶺てはまるか
どうかを見きわめるには，アクセントの位置を考えてみる方がいいのです．
　C．なるほどね，私閥違っていましたね．
　P．そうすると，マルシオ氏も間違っていますね，っまりtresquilarとdesquilarとが隅一の
意味を持つと考えているのですから．
　M．それで私が間違っているというのなら，あなた正しいところを私に教えて下さいよ．
　P．よろしい分かりました。つまりですね，trasquilarは「髪の毛を切る」という意味以外に
は用いられず，この意昧では《Trasquilenme　en　consejo，y　Ro　lo　sepan　en　mi　casa》〔tu13｝や《lr　por
lana　y　bolver　trasquilado》〔i／M4）のような諺に使われています．しかし，　desquilarの方は家蓄に関
して使われることばなのです，したがって，この後者をその使用面ではっきりと区別を付けな
い人がいるとしたらその人は閲違いを犯すことになりますが，ここが問題なので，あなたはその
単語をtで書く人もあればdで書く人もあると言ったその時点で關違いをしでかしたことになり
ますね．いいですか，字母が変わればその単語の意味も変わってくるのですからね．
　V．パチエコ君が十分にあなたの間違いを正してくれましたね，おや，マルシオ君，あなた少
し恥ずかしそうですね，
　M．そう，おっしゃる通りです．私は書い負かされること，特に人を言い負かすような能力の
ない人にやられるなんて本当に籟にさわるのですから．まあこれはともかく，あなた様にtgro
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と書くかduroと書くか，どちらがいいと考えられるかをお伺いせずに放っておきたくありませ
んので，この点ご意見お聞かせ下さい．
　V．それらの単語が岡じことを意昧するときには，コリオラノ署が間違ったのと岡じ間違いを
読む人にさせないためにも，tur6とするのがいいのではないかと思えるのです。しかし，日常
一般の話し方ではdur6と欝われていますのでね，私はまた最終音節に短かい線でアクセントを
付けて，dur6と書くこともあるのですよ。
　M．それはそれで結構です．ですが，いくつかの巣語で沢山の人がsを使っているところに，
あなた様は何故xを使われるのですか．
　V．その単語とはどんなものでしょう．
　M・沢山ありますが，そのうちいくつかを挙げてみましょう．例えば，cascarとcaxcar，cas－
caraとcゑxcara，　cascavelとcaxcavel，ensaimoとenxalmo，　sastreとxastre，　sarciaかxarcia，
siringaとxiringa，　tasbiqueとtaxbiqueのような場合ですYS．JW
　V．よろしい，それで十分です．あなたの言わんとするところはっきりとしましたから．さて，
もしあなたがこれまで十分の注意を払って見てきたとしたら，あなたの言うように私はそれらの
単語金部をxで書いてはいないのが分かるはずですよ．という理崩は，この種の名詞においては
私は次の規則を常に旨として守っているからなのです．つまり，それらの語がラテン語から入っ
たものならsを溺いて書き，xastreではなくsastre，　enxalmarではなくensalmar，　xiringaではな
くsiringaとし，もしそれがアラビア語から入ったと思えるような場合にはxを溺いて，　cax－
cavel，　caxcara，　taxbiqueなどと書くということなのです．なぜこうするかその理由は，もうす
でに皆さん方にお話ししたことですが，アラビア語の単語や部分的にアラビア語の要素をもつ単
語にはxはつきものだということだからです．
　M．そうすると，私たちはラテン語から派生したものと考えられるような単語にはsを使い，
アラビア語起源のものと思、えるものにはxを使っていいということでしょうか．
　V．もうあなた方にお話したことですが，私はいつもそうしているのですよ．私の考えるところ，
あなた方が私と岡じようにしても決して問違いを犯すことにはならないでしょうね．
　M．しかしexcelencia，　experienciaなどのようにexで始まるラテン語起源の名詞からxを取
り去るようにと私たちにおっしゃるお積りではありませんでしょうね．
　V。私はそのxを発音しませんので，いつもそれを取って，そこにsを書くことにしているの
です，というのはそのXはカスティリァ語にはなじまない字母ですからね．こうすると，ラテン
語の綴り法に逆らうことになりますが，これは，私がカスティリァ語で物を書こうとする蒔に照
的とするところは，なにもラテン語にならうことではなく，可能な限り，カスティリァ語の分か
る人みなに私の言わんとすることを十分にくみ取ってもらえるように，こちらの気持を説明する
ことなのですからね．
　P．正直なところを欝わせていただきますと，そのお考え私には少しばかりむつかしく思えま
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すが．
　V．なぜですか．
　P。なぜかといえば，あなたが何の資格でラテン語からxを取り去り，これに代えてsを使お
うとされるのが理解出来ないのでしてね．
　V．あなたは通常の発音の慣習以外に何の基準がいると言われるのですか．私の見るところ，
あなたexperienciaとは書いてもexemploという場合と岡じようにはxを発音していないのです
からね．
　P．それはそうですが…
　C。でも私としてはあなた様がその発音の仕方に従ってしか綴りを書かないのだと，そんなに
強く主張されることにどうも我慢出来ないのです．
　V．なぜですか．
　C．なぜかというと，あなた様，常にそうされているとは限りませんからね．
　V．どこでそれと違ったことをしていますでしょうか．
　C．あなたSt　rを使ってvuestraと書かれている場合のことですよ．私にはあなた様がvuessa
と言われてsとしてしか発音されていないように感じとれますが！鋼
　V．それは私がvra．として省略形を書く時のことでしょうね．というのは略字はrで書くの
が習慣になっていますからね．しかし私がそれを完全な形で書き表わさねばならない聴にはs以
外は使っていませんよ．この省略形と完全な形との閥にたいていの場合このような差があると考
えてもらっていいのですが，いつもこうだとは言い切れません．というのは，もしvra．　m．とあ
るところのvra．を私がrで発音したとしたら，この発音を耳にしたイスパニア人なら誰もが私
を外国人だと思うことでしょうが，しかしvra．　s．とあるところのvra．をrで発音しても誰も私
を外国人とは考えないと思うからなのです．この点はっきりしていることは，通常の発音はすで
にあなた方も気付いているように，rを外しているということなのです！fntm
　M．私はこ．れまでそういう点に気が付きませんでしたし，またvra．とrで書いてあるのを見
ていましたので，そのようにrで発音すべきものとも考えていたのです．しかし，あなたのお話
しの通りですので，今日からはSでだけそれを発音することにします．でも人を戸惑わせるよう
な略字を使われるのはよくないように思えますね．
　V．その略字はなるほど紛らわしいですが，これはカスティリァ語を億国語とする入には何の差
障りにもなっていませんし，またラテン語を知っている人が，xpo．という略字を書いて，　xも
Pも発音しないことがありますが，これがそういった人たちを戸惑わせることもないのですから
ねSttls）
　M。あなた様のおっしゃる通りです．さて，これはこれとして次に，あなた様が普通zで書か
れている多くの単語を，zで発音もせずまたこの字母を書きもしないイスパニア人がいるので
すが，こんなことがどこから生じたのかお話し下さいませんか．
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　V．それはね，あのzの少しばかりかすれた発音をしようとせず，そのzの代りにsを使って，
hazerに代えてhaser，　raz6nに代えてras6n，　rezioに代えresioなどという人たちの話し方に現わ
れる間違った発音なのですよ鋼9鷹うです，この私その気になればbachiller　en　romance（俗
語の先生〉として立派に通ると，またこのようにことばにっいていろいろbachillerias（講釈）
をしてそれで食っていけると思いませんか．
　M．勿論，言うまでもないことですよ。
　C．またお気に障ることかも知れませんが，そのbachillerの意昧とbachiller｛asはどんなこ
とを指すのか私にお教え下さいませんか。
　V．Bachiilerとbachilleriasの意昧が分からないというあなたに私本轟に驚いてしまいます
ね．私の圏ではまだ歩くのもおぼつかない子供でも十分にその意味を知っているのですからね．
　C．勿論，私の国でも乳飲み子でさえあなたの知らない単語を知っていることもありますから
ね．
　V．そう，あなたの言う通りです．Bachillerはカスティリア語ではラテン語のbaccalariusと
同じ意昧を持ちます．
　C．それでよけいに分からなくなりましたね．あなた様は私の知らないことばを使って，私の
分からないことを説明しょうとされるのですか．
　V．Bachillerとかbacalarioは後日に蒔間をかけ研究をおこなうことで学士，博士，専門家に
なると園される入々にイスパニアの大学で与えられる最初の学術称号なのです．ここに挙げたよう
な学者たちは，普通によく，本当に知っているよりもなおそれ以上に学があるような様子をする
ものですから，誰か人が知ったかぶりをすると，その時にはその人をbachillerと呼び，そうい
う言動をbachilleriasと呼ぶのです．これで分かってもらえましたかな．
　C．ええ，それではっきりしました．
　M．そのbachillerとかは少しばかり麗いておいて，この我々の問答にぴったりな問題に話し
を移すことにしたら如何ですか．さて，最初にあなた様がおっしゃいましたが，カスティリア語
はラテン語のアルファベットに加えて，トスカナ語のgiの価値をもつ長い三（＝1）とcの下に
付けてzのような蕎を出させる符号のセディリァ（cedilla），またnの上に付けてラテン語とト
スカナ語の9と同じ価値を示す働きをする波形符号をもつようです．如何でしようか，これらの
字母や符号について観察されたところをお聞かせ願えませんでしょうか。
　V．9についてはお話し出来ることを全部あなた方に申したと思いますよ．
　P．そうでしたね．
　V。セディリァといって，いくつかの単語でcの下に付ける小さな符号のことですが，私はこ
の符号の付いたCは，昔はzとまったく同じものだったのじゃないかと考えているということを
申しておきたいのです。
　M．そのお話し，どうもそのままには受け入れられないですね．あなた様，時の経過が岩をう
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がつように文字をも削り取るとおっしゃるお積りなのですか．
　V．伸々うがったいい方をするのですね．時の経過が文字を削り取るなんて言う積りはないの
でして，人閥がその不注意から，階の経過と共にそれらの字母を削り取るのだと言いたいのです
よ．大切なことは，cがその後にa，○，uを従えていて，　gapato，　coragon，　agucarのように，声が
すれたような音脚になるべき場合にこれを使うのだということなのですよ．
P，すると，cがeやiと合わさって，　cecearやcimientoとなるような蒔には，このセディリァ
符号を付けるべきではないのですね．
　V．そうです．付けるべきではありません．
　P．なぜですか．
　V．なぜかというと，そのセディリァを付けても付けなくっても，常にそれらの単語，それに
類するものを岡じ音で発音しているからなのです．つまり，セディリァを外せるのですから，こ
れを付けるとかえっておかしくなるのでしょうね．
　P．そうですね，お話しごもっともです．私も今後はそのような場合にはその符号を外すこと
にいたします．
　C．そのセディリァとか呼ばれている符号ですが，どのような場合に，そういった字母の下に
付けるのか，またどんな場合には付けられないのか，どうして私は発分ければいいのでしょうか．
　V．発音そのものがあなたにそれを教えることになりましょうね．
　C．すると，正しく単語を綴るためにはまず発音を正しく覚えることが必要になりますね．
　V．勿論ですよ，言うまでもありません．例の波形符号は，通常カスティリア語ではラテン語
の綴りと岡じ働きをしますし，特にnの上に付すと，ラテン語やトスカナ語で9がnの直前にき
た場合の9の音を示すことになります．ですからラテン語がignoranciaと書くところをカステK
リア語はifioranciaとし，トスカナ語がsignorと書くところをカスティリア語はsefiorとするの
ですよ．
　P．しかしあなたが何もかもご存知だとお考えになってしまわれないように，こちらとしても
私の観察の鋭いところを披歴して，次のことを申し上げたいと思うのです．つまりその波形符号
のnに及ぼす働きは他のものが別の字母に対しなす働きと何ら違っていないし，また違うはずも
ないということですが，こういうのも，この字母9の場合には他のいろんな字愚の場合にも当て
はまるように，nの代りをすることになっていますが，しかしこうなるとnが2個続いてしまうの
でこの2個の連続音の表わす冷やかな音声を避けるため，その一方が9となり，これであなた様
が聴かれるようなあの音が出来たと想、うのですよ．
　V．その考え方悪くはありませんね，
　P．これについてもうひとつ考えることですが，現在私たちが波形符号を使ってmaffasとい
うのli　manerasと岡じではないかと思うのです。ただひとっ違う点はこの二つの単語が例の波
形符号をもつかどうかということだけですが，こういうのは，あなた様もご承知のようにこの
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manerasを省略して書くときにはそれをmafiasのように書いているからなので，これは《El　que
malas　mafias　ha　tarde　o　nunca　las　perdera》職2Pとし、うのと《El　que　malas　maneras　ha．．．》とするの
と岡じことではないかと私考えるからなのです．岡じようなことがdafioとartoやその他のいく
つかの単語にあったのではないかと考えるのですが，これらの単語では，例の符号はまずラテン
語でdafiumとかafiumとかいった場合の音を表わしたのですが，その後それを別の膏で発音す
るようにしてしまったがため，その符号が初めは漁かmの代用として働らいていたのに，時が経
つにっれてnの上に付すと9の役闘をするという風に変わってしまったともいえるでしょうね．
　V．そのようなきざなことを奮いたてることで名が上がるというのなら，あなたは今欝ったこ
とだけで，これまでいろいろ話してきた私よりもずっと大きく名を上げたことになったでしょう
ね．残念ながら，私としては，あなたの言ったような立派なことをこれまで考えてみたこともな
かったと申しておきたいですね．
　P．さてとこの私の考えあなた様にお認めいただいたことですので，これまでは別に立派なこ
ととも思ってはいなかったのですが，今後はそう考えさせてもらうことにいたします．それに加
えて，私が良心的な人閻であって他人の持ちものをまるで自分のもののようにして売りつけるよ
うな者ではないとご承知いただくために，ここに申したことは私が考えlilしたのではなくて，そ
の名前は誰かのお気に障るといけませんので申し上げずにおきますが，我々皆の知っている人か
ら習い取ったものであることを申しておこうと思うのです．
　V．私はその鋭い見方があなた自身の創意から生れたということにまったく驚いていたのです
けれども，しかしあなたは文字の欠落などは十分立派に読み取りうるような才能のある入だと
思いますので，なおさらその見方があなた霞身のものであると思って疑わなかったのですよ．
　M．お二人の交されているイスパニア人的な儀礼の数々は，そんなことを言ったり，したりして
嬉しがっている人々に任せておいて，comoとmuyとの上に付したその波形符号はどのような
役縣になるのかお聞かせ下さい．
　V．それはまったく書法上の飾りにしかすぎませんね．
　M．Oの直前に書く短い線はどうですか．
　V．それも岡じように飾りですね．
　M．すると，そ．れを書かない人があってもそれで文意を損うということはありませんね．
　V．ええ，絶対にそういうことはありません．
　M．あなた様がいくつかの単語の上に書かれる短い線ですが，それはギリシァ語やトスカナ語
で使われるのと同じ役Eilをしているのですか．
　V．そうです．つまり，そこに母音がひとつ省賂されていることを表わすための符号でして，
この母音は前にくるか，後にくるかするもうひとつの母音と連続するので削除されてしまったの
ですよ．
　M．すると，なぜ皆がその短い線の符号を使って表記しないのでしょうか．
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　V．その理由は当然行なってしかるべきことに皆が正しく注意を払わないからということで
しようね．
　M．ではその符号を使わぬ人たちはあなた様が省略された字母を，表に書き出していないとい
うことになるのですか．
　V．実際は，皆がそれを見落している訳でもないし，また全部そういった場合の字母を略してし
まっているということでもありませんね．
　M．すると，それらの字母を省略する人はその略した字母を例の短い線で表示しているのです
か．
　V．いいえ，皆の人がそうはしているとは書い切れませんね．
　M．なぜなのですか．
　V．私の思うところ，私がギリシァ語やイタリア語をよく知る葡のことを思い起すとそれと詞
じで，あまりそのようなことに注意が行かないのですね．しかし，もしあなたの方でよかったら，
このようなあまり役に立つとは思えぬ話は止めにしたらどうでしょう．
　M．なぜ，役に立たぬ話なんておっしゃるのですか．
　V，というのはね，こんな話は片方の耳から入って，もう一方の耳から抜け出てしまうような
たぐいのものなのですよ．
　M．いやいや，もしあなた様がそのようにお考えならまったく思いちがいをされていますね．
というのは，断欝してはばかりませんが，あなた様がこれまでお話しになった大事なこと全部を
ここで今繰り返し申し上げられたら，私の気持もどれだけ晴れ晴れすることかお分かりいただけ
ないのが残念ですね．
　V．いやあなたそんなことをしても大したことにはなりませんよ．というのは，こんな話では
大切なことなんて爪に書き込めるほどに僅かなものでしょうしね．
　M．あなた様はそんな風におっしゃいますが，本嶺は別のお考えをお持ちだとのこと，私はよ
く存知上げていますからね．
　V．私の書うことを僑じてくれないのなら，お好きなように思ってくれるしかありませんね．
ではあなたのお尋ねとかをどうぞ．
　M．ではおっしやるようにいたしましょう．さて，私たちあなた様のお手紙の申で気付いたこ
とですが，いくつかの単語で人がenを使っているところにあなた様はaと書かれていますが．
　V．その単語とかを二，三挙げてくれませんか．
　M．つまり人が，envergongar，　enhorcar，　enriscarとしているのに，あなた様はavergongar，
ahorcar，　arriscarとされている場合のことですが．
　V．私はそれらの単語がeRで書かれているのをこれまで晃たことはありませんが．
　M．でも私は見たのですから．
　V．どこで見ましたか．
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　M．Librixaのものです．
　V．ああ，またLibrixaの話になりましたね．もうあなた方に何度も言いましたが，その
Ubr童xaはカスティリアの人ではなく，アンダルシアの人蘭ですので，カスティリア的な話し方，
書き方ではなくアンダルシアの欝い方，書き方になるということ覚えていませんか．
　M．それはもう私にもお話し下さったことで，よく承知はしております．しかし，私もあなた
様に何度も申し上げたことですが，少なくともあと十回ぐらいはあなた様にLibrixaのことを申
しますので，ご不満でし．1うが彼の考えに対するお考えをお話しいただかねばなりませんね．
　V．これはまあ辛抱のいることですな．
　M．またあなた様はencentarという単語ではenに代えdeを使い，decentarとされていますが．
　V．ええ，私はそうしていますが，それはenよりもdeの方が私にはいいと感じられるから
です．また，同じ理由から，よく人が雷っているあのinfamarやdifamarという形はいいとは思
えないのですよ．ほかにdisfamarという人がありますが，私はこう書くのがいいと思いますの
でね．
　M．その点については，あなた様と私とはまったく見方が～致しますね．しかし，enとdeと
ではどちらを使うのがいいとお考えかお教え願いたいと思いますが，つまりこれと岡じような場
合にはdeはよろしくないとお考えなのか，それともenがよろしくないとお考えなのかという
ことなのですが。
　V．私の見るところ，多くの常識ある人たちはdeを使っているようですが，私としてはen
とするのがいいように思うのです．なぜかというと，deの働きはその場合に皆が持たせたいと
考えている意昧を表わすことにはならないように思えるからで，これに反し，enの働きは正に
その意昧ぴったりですから，当然のことながら，deをその場から放遂することにもなるのですよ．
　M．この点についてのお話しごもっともだと思います．さて，忘れないうちにお尋ねするので
すが，単語の始めにくるこの音節desはギリシア語のdisと同じ働きをしているのかどうかお聞
かせ下さい．というのはあなた様もご承知のように，殆んどの場合その接頭辞は単語の意味をい
いことから悪いことの方に変化させてしまいますね．
　V．これまで私はそのことに注意を払って晃てきましたが，それらdesとdisとの間には大き
な共通性があると考えています．というのも，ampararとdesampararとして，《No　haze　Dios　a
quien　desampara》f’il22｝と雷い，　esperarとdesesperarでは《Ωuien　espera，　desespera》｛z’E23i，　amarと
desamarの場合，《Ωuien　bieR　ama，　bien　desama》磁9，atarとdesatarでは《Ωuien　ata　〔bieR］
desata》腔25｝と言っていますし，その他にdesgraciado，　desavergongado，　desamorado，　descuida－
do，　desordenadoなどがあって，これらはみなよろしくない方の意味を表わしていますからね．
　M．そのお話し仲々の鋭い兇方ですね，また挙げられた単語そのものも品のいいものですしね．
お手許に沢山こういった単語をお持ちですか．
　V．ええ，沢山ありますよ．
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　M．ときにはprestarと奮っているかと思うと，また別のときにla　enprestarと言っているよ
うにも思うのですが，どちらがいいとお考えですか．
　V．enprestarは下品なことばと思いますよ．
　M．でも二つのうちでより安定した形になっていると思われませんか．
　V．そうかもしれませんがね．
　M．すると，mostrarとdemostrarとではどちらがいいとお考えですか．
　V．私はそのdeが余計で下品なものと思いますので，　mostrarを使うのです．
　M．すると，岡じような理由から，あなた様はestropegarやescomengarのような単語から
esを外されないといけなくなりますね．
　V．正にあなたの言う通りでして，その理由で私はesを外すことにしています．またあなた
方に私がしまつ屋でけちな人間なので，あなた方の尋ねたことにしか答えないと思われるのも癩
ですから，次のことだけは書っておきたいと思います．つまり，カスティリア語は常にラテン語
のinをenに変化させましたが，例えば，　invidiaをembidiaと言ったり，　incendereをencen－
der，　incurvareをencorvar，　inimicusをenemigo，　infirmusをenfermO，　insere　reをenxerirにする
ような場合ですが，これ以外に多くの単語を挙げることが出来ます．これと共に，あなた方に知
って欲しいのは，常にそうだとは断定しえないですが，しばしばラテン語のinが落ちるように，
カスティリア語のenも，常にそうなるとは限らないが落ちることが多いのです．この話し満足
いただけましたかな．
　M．ええ，本当に結構なご説明です．さて，次にはあなた様がreで単語を作られるときのこ
とで，これはその意味を強められるためか，それとも飽の鼠的からなのかお話し下されば有難い
のですが．
　V．Reluzirといって，「luzirの程度を高める」という意味になる場合のように，その元の意昧
を強めることになることもあります．しかし，どんな場合にもreluzirを使っていいかというと
そうではなくて，《Al　buey　maldito　el　pelo　le　luze》（住25｝という諺で《＿reluze》とするのはどうも
ぴったりしないようです．かと思うとrequebrarのように意昧が変ってしまうことがありますが，
こうなるとquebrarとはまったく違うものなのです．　traerの場合にもことは岡じで，これはre－
traerとはまったく別の動詞なのです．このretraerは，蒔にはイタリア語と岡じ意味を表わすこ
とがあり，この意昧ではasacarと人が言うのを聞いたことがありますが，私としてはこの単語
は使いませんね．また，このretraerをescarnecerに代えて用いることがありますが，これは私
の思うところ，だれか人の肖像画を描こうと意図するときには，その人本来の姿形を輿似ること
になるのですが，これと周様，だれかを馬鹿にしょうとする場合にはその人の讐葉つかいや身振
りを真似て，それで相手を傷つけようとするからかもしれませんね（鱒
　C．しかし私はあなたがそのように音節のところを，通り一逓の話だけで済まされるのは不満
なのですが．
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　M．霜のいうことよく分かりますよ，でも私は何を取り上げたらいいかその材料も見付からな
いので，すでに実を摘み取ったあとのぶどう園を歩いているような気持でして，今は語彙という
実の成っている若木のぶどう園に入りたく思っているのですよ．ですから，もしあなた様が私に
ご同調下さるのなら，質悶を始めたいのですが．
　V．あなたとこ一諸出来るのなら，私が入って行くのが嫌だというような場所はありませんよ．
ですが語彙の点では，もしあなたがしっかりと覚えてくれているとしたら，私としては言うべき
ことは全部お話ししたはずですが．
　M．いつのことでしょう，それは．
　V．カスティリア語は，くずれたものや完金な形で残っているものもありますが，主にラテン
語と，これに加えモーロ人のことばのアラビア語と僅かのギリシァ語から成立しているとお話し
したときのことですよ．
　M．ああ，思い出しました．しかしもっとお話しいただく必要がありますので，詳しいところ
をお聞かせ下さいませんか．
　V．これ以上の話としては次のようなことになります．っまりこの点をよく考えてみると，カ
ステgリア語がラテン語から取り入れた語彙の大部分は人々の聞でもっともよく用いられ，また
人間の生活にもっとも密接な関係のあった事物に関するものであること，アラビア語から入った
語彙というのは特異なもの，つまりさほど必要でないものや，いやしい卑俗なものに関する場合
で，これらの単語を私たちはそれが表わし，意味する事物と一諸に取り入れたのでした．他方，
ギリシァ語から入ったものは，その殆んどが宗教か学問に関連しているのです．ですから，あな
た方がこの点をよく注意してみたら，今書ったことががおおむね正しく当てはまることに気付く
だろうと思いますよ．
　M．いやいや私たちとしてはあなた様がそうおっしゃるだけで十分です．こう申しますのは，
あなた様もご承知のように，正しく話し書くことを知るための最も肝要なことは，我々の使う単
語の素性と本性とを見きわめることにあるのですし，また私の理解するところでは，カスティリ
ア語にある沢山の単語のうち，いくらかのものは時の経過と共に古くさくなってしまって今では
使われなくなっているのですからね．
　C．あなた今なんと奮いましたか，単語も年をとるのですって．
　M．勿論そう，年をとりますよ．それでもし私の雷うことが信じられないようなら，それをオ
ラシオの著わした「詩論」で確かめてみたらいいのですck　ltS2s｝
　C．そうですか，分かりました．
　M．それに，ある種の単語はひびきが悪いということで使われませんが，この代りに，正しい
言葉づかいをする人たちは別の単語を取り入れてきているようです．この点でも私たちが間違い
を犯すことのないように何らかの注意を我々にご教示下さるようお願いしたく思うのですが…
　V．その問題ではあなたの言に従う積りはありませんね，というのは，あなた方にも分かるよ
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うに，私はどうしても私の手紙のことをあなた方に説鯛せねばならなくなりますのでね．
　M．なる程あなた様にはこれまで私たちの質問にいろいろお答え下さるようご無理をお願いし
ました。ですから今は無理やりにそういった単語のことをお話し下さいというのも心苦しいので
して，むしろご好意にすがってお願いする以外にはないようですね。
　V．あなたの丁重さを前にしては，私は約束以上のことをせねばならぬようになってしまうじゃ
ありませんか．さてそのことについてですが，私が書いたり話したりするときには，懇、いつくも
ので最もいい単語を使い，不適切なものは常に除外するように心掛けていることをご承知下さい。
ですからacuciaとは言わずにdiligenciaという訳です。《SO　el　sayal　ay　a1》〔塑｝《En齪va　e｝
engarto》c；nt3°｝などのようにいってますが，私はotra・cosaといえる個所ではもう農1は使いません．
asazは使わずhartoとしますし，　adufreではなくpanderoを，　abondaではなくbastaを，
ayusoではなくabaxoを使うことにしています．またentramosやentramasに代えてambosや
ambasを使う人もありますが，私はこれを使っていません，というのは，こちら後者のものが
前者よりもラテン語によりよく合致したように見えるのですが，事実は，entramosやentramas
の方がよく使われているし，こちらの方がよりよい単語という見方がなされているからなのです
よ．昔はtenga，tengasに代えて，　aya，ayasと言っていましたし，今でもこれを使う人があるよ
うですが，これがぴったりと当てはまる場合はごく僅かしかありません．例えば，《Bien　aya
quien　a　los　suyos　se　parece》“M31｝とか《Adondequiera　que　vayas，　de　los　tuyos　ayas》㈱2のような
場合はいいのですがね．次ですが，あまり頻繁には使いませんが，ave職rarよりもarriscarの
方を私はよりよい単語だと考えていますが，残念ながらこのarriscarと隅様，私の好きなapris－
carをも田舎語から来たものとして私たちはもう捨て｛表ったと考えていいようですよ．これら2
語は本当に私の好きな単語で，次のように，《Quien　no　arrisca，　nO　aprisca》1乙欄として諺に用い
られているのです。ラテン語ecceの意昧を持つaheを我々がなぜ捨て去ったのか，それを補う
他の単語がないものですから，そうなった理由が私には分からないのです．Venturasから私た
ちは実にすばらしい単語を造り嵐しましたが，私はこの単語には，深い敬意をも抱き，大きな共
感をも感じておりましてね．その単語とはaveRturarで，これは《Ωuien　no　aventura，　no　gana．》｛麟｝
として諺に使われています．このaventurarから「幸運を求めて行く人」を意昧するaventurero
が生れていますが，この単語は日鴬使う通俗語で書かれた空想物語の申に～杯に溢れているの
ですよ．次に，arteroという単語が使われていないのが私には残念ですが，こういうのは，皆さ
んもお分かりの通り，実にいい単語で，《Aescasso　sefior，　artero　servidor．》｛師｝とか《De　los
escarmentados　se　levantan　los　ar宅erosン脳｝のように諺にも侮度も用いられているのですからね．
またarregostarをも使わなくなってしまいましたが，これも私は残念で仕方がありません。
《Arregost6se　la　vieja　a　los　bredos　y　ni　dex6　verdes　ni　secos．》｛1蜘として諺には使っているので
すから．Aleve，alevoso，alevosiaも私には実にすっきりとした単語だと思えるのですが，今では
あまり使っていないのが私には不思議ですね．
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　M．それらの単語を昔は使ったのですか．
　V．ええ，とってもよく使いましたよ．もしあなた方少し思い出してみれば，どこかの本でそ
れらのことばを読んだと思い当ることでしょうし，《Aun　traidor　dos　alevosos》‘欝という諺もあ
りますよ．
　M．Alevosoとはどんな意昧ですか．
　V．Traidorと岡じことじゃないかと思いますね．　Esperarに代えてatenderとはもう言いま
せんが，次の諺に晃るように，つまり《Quien　tiempo　tiene　y　tiempo　atiende，　tiempo　viene　que
se　arrepiente．》｛it391として，かつては使ったのですよ．このatiendeとatenderとは今でも詩によ
く使われますが，私自身散文ならもう使いませんでしょうね．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔続く〕
　　（Juan　de　Vald6s，　Dialogo　de　la　lengua；Clasicos　CastellanQs，No．86；83ページ22行～107ペー
ジ5行）
　〔註配〕
（1）Duro　es　el　alcacer　para　gampofias：“褻は麦笛をイ乍るには堅い”とは，人が新たに翌いごとなどを始めるのには年をとりす
　ぎたという意味を表わすための慣粥句で，現代語では，estar　ya　duro　ei　alcacer　para　zampofiasとして残っている．
（21Apan　de　quinze　d｛as，　hambre　de　tres　semanas：“　2週間σ）パンに3週問の餓え”とはどんなまずいものでも空腹時にはお
　いしく感じられることを教えた諺．
（3｝Vaidesが排除している形，即ち，　entonces，　ansi，　dendeはNebrilaのVocabular三〇に児られる．
〈4＞Nebrijaはinviernoを挙げているが，　Eenxosは見られない．
（5）　このphはユ8世紀，　Academla　Espafiolaの設立蒋まで存続した．
〈6）ここでは特に鳳音闘の有声音（－S－｝と無藷帝（－SS－）との対立が閲題となっている．申世イスパニア語及びこれ
　に次ぐ16世紀のイスパニア語にあっても，現代カタルーニア語のroser，　casaにみられる有声帝〔z］が存在したが，この区
　別が除々にあいまいとなっていることが，この問答からも読みとれる．この16世紀の記録では，岡一の語においても有声音
　が無声化する過程が，esoとesso，　groseroとgrosseroなどの綴りからもうかがえると誘われている．
（7｝申世イスパニア語ではこの籔分があったと考えられるが，asperarについての記録は鐘較的少ないようである．　cf，　Todos
　ore三a　ascucha　estauan　asperando／Ωu6　faular｛a　el　rey　que　estaua　cailando．　（Libro　de　Alexandre，6815）．
｛8）Un　padre沿ara　cien　hijos，　y　no　cien　hijos　para　un　padre：“撒人の息子には一人の父がいるが，一一人の父親には樹人の息子
　も及ばない”とは，父概の子・供への愛情の深さと，これに対する子供の懸知らずな気持とを誘い表わすための諺。
｛9）この械姪はラテン語の一ct一を同翫したイタリア語に独特のもので，これがイスパニア語にも取り入れられたと見倣さ
　れる．これは特に15世紀にSan虚lanaなどによって好んで周いられた形であった．
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｛19｝　turaτ（漏duraτ1は，　Sant三liaRa．　Lazar三llo．　Garc三lasoによっても輝郵、られた彫である．
（111　ここでは形容詞duro（鷹い1を比喩的葱味に使って，《Del　escasso　no　se　saca　mas　gumo　que　de　Vna　piedra》となってい
　る（テキスト，88ページ）．
（12）Mas　da　ei　duro　que　ei　desnudo；“裸の看よりもけちな者が沢山与える”とは，どんなにけちな人からでも，一文なしから
　よりはものを引幽す可能性があることを教えた諺　’
（13）Tfasquilenrne　en　Concelo，　y　no　Io　sepan　en　mi　casa；“市会の巾で私の毛を刈って，家にはそれを知らさないでくれ”とは
　公衆の面前で評判を落した人が，家や親戚の人々にそれを隠そうとすることの馬鹿さ加減を皮肉った諺．
（14）Ir　por　lana　y　volveT　trasquiiado：“革毛を取りに行って，毛を刈られて帰ってくる”とは，「みいらとりがみいらになる」こ
　と．
鮒　これらの単語のうち，cascabel［轡cascabellus〈cascabus（lat．）1；c会scara｛轡quass三care〈quassare（lat）］　eaアラビア語源
　ではない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騰
㈹　vester（1．c．）＞v6ster（1．v．）＞vuestro；この場合の一str一がイスパニア語で一ss一と変化することもあった，　nttessO，　vuesso，
　maessoとなる場合であるが，これは現代語には残っていない．
（1　7）vra．　m．にはvuessa　mercedが，　vra　s．にはvuestra　sefioriaが夫々完金形として対応するものとVa｝d6sは考えているよう
　だ．
（18）Xpo．は「キリスト」を意昧する賂字．
（19）ここはseseQについての言及がなされてい．る．特にカタルーニア，バレンシア，バスコ地方のseseoを言ったものであろう．
鋤　テキスト（94ページ）には形容詞espesso（cfr．“Espesso　llamamos　al　que　no　es　limpio”，　Covarrubias＞が用いられている．
　Valdesはこの形容詞を無声音〔s〕を意味するのに用いたが，ここではもう少し輻広く，〔ts｝を意昧するものと思われる．
　cf：Como　la　sorda　ies　sonaba　（；a　Ios　castellanes＞こcon　son三do　entero”　y　la　sonora　こcon　medio　sonido”　，se　reserv6　para
　la　sonora　el丘n童co　signo　graf三co　disponible　s，　y　se　ide6　representar　ei　sonido　eRtero　（oespeso　o　apretadQ＞　dup蓋icando　la
　letfa　ss．（Arnado　AlonsoPe　la　pronunciaci6n　medieval　a　la　moderna　en　espanol，　t．　seg．，　p6g．7）
鋤　EE　que　malas　mafias　ha，　tarde　o　nunca　perdera：“悪い作法を持つ脅は，それを失なうのに蒔閲がかかるか，それを決して
　失なうことがないかのいずれかだ”とは，悪響がっくとこれから脱れるのは娠難であることを教えた諺．
㈱　No　hace　Dios　a　quien　desampara：“神は見捨てる入を作られない”とは，神の恵みは等しく万人に及ぶことを教えたもの
　か？
＠3）Quien　espera，　desespera：“待つ人は絶望する”とは，物事にはあまり大きな期待をかけるなと教えたものか？
¢4＞Ωuien　bien　ama，　bien　desama：“こよなく愛する人は，ひどく嫌う”とは，愛憎の感情は周じ程度に大きいことを教えたも
　のか？
㈱　Ωuien　ata　bieR　desata：“うまくしばる者は安心する”とは，ある仕事を十分な準備をもって始める者は成功疑いなしと教
　えた諺。
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⑳Al　buey　ma憾t・e｝　pelo　｝e　luze：“嚇｛りれた牛には三齢励魂る”とは！増灘諸澱に1よびこる1σ）意．
¢7｝ここでは蹴raerはre重ratar　l「肖像幽を拮1く」の意瞭で用いられると考え．られる．
e8）　FI・rack）（65－8ε圭．de．｝．C．）の鋳論（・ters・．・　60－6i）　1：，“ut　siluae　f・臨p・Qn・s　mutantur　in　ann・s．－pfima　cadunt；ita
　verbo韮・um　velus　inter三t　ae！as”1森が年月を経て本々の葉を変えるときに，最初の葉が落ちるように、占い露葉もそのr！fき命
　を終える｝とある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
脚｝SQ　el　sayal　ay　El：‘‘ラシャ地の’ドに魁がある’tとは，物事を表面に餓たことだけで判歎してはいけないと教えた諺、
鋤　En　al　va　el　engafio：“別のことのト：iliに偽1）がある”とtよ，賜意周墾1な準｛｝｝§をした結果得られたような成果なんて，あま1）
　自漫にはならないことを教えた諺．鋳1通は，奮nal　va　el　erlgaffO　qtte　ne　en　besar｝a　durmieRdoと露うらしい．
〔31｝B三en　aya　qu｝en　a　los　suy◎s　se　parece：“身fkiの者に似たる者に宰あらんことを”とは，不背跡などをしでかして家族の者
　たちに迷惑をかけてはならぬことを教えた諺．
B2｝Adonde（三uiera　que　vayas．　de　lQs　tuyos　ayas：“侮処に行こうとも，お購がその友を持たんことを”とは，類は類をも！）て
　集まることを教えたものか？
B3｝Quien　B・arrisca．　n・aprisca；“危険麟琵ぬ謄は家蕎を登｝1い場1こ人れない”と〔・／，「虎穴に入らずん蜘楚児齢多ず」にあたる．
脳｝　933｝と瞬じ意瞬ミ．
1諭　Aescaso　sefior，　artero　servidor：“けちな三1三入1こ‘ま，狡い齪使い”とは，人を使うときなどあま1）金銭的な醸でけちくさい
ことをすると，．大きな痛手をうけることがあると教えたもの．
（36｝De　los　escarmenta〔los　se　levantan　los　arteros：“懲りた溜の中から狡い鱗が立ち，£：がる”とは，苦労して入間は少しつつ
　賢くなってゆくものだと教えた諺．
e7）Avregost6se　le　vieja　a　los　bredos　y　lli　dex6　verdes　ni　sec。s：“老婆がつまらぬことに興昧をもって，緑の戴も枯れ葉も
　残さなかった”とは，年雀りの冷や水的な得重勇をいましめたものか？
B8｝Aun　traidor　deg．　aleVosos：“獲切餐には二：11入の背｛該者”とは，背儲的な行為をなす者は絶文ζ圭に儒周されないことを教えた諺．
〔39｝（2uien　tiempo　tiene　y　tiem茎》o　atiencle毛ieml〕o　viene　que　se　arrepiente：“蒋があるのに蒔を待つ者は，後梅噂而る時が来る”
　とは，一痩あった機余を利用せずに次の機会を待っ8こうなことは決してするなと教えた諺．
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